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　栃尾地域では、人口が減少し、さらに高齢化
が進んでいます。一方、自然が豊かで、名産品
も多くあります。特に「油揚げ」は専門店があり
各メディアで頻繁に取り上げられ、知名度の点で
当地域を代表する産品です。また、伝統的なまつ
りも多く開催されています。
　このような状況の中、栃尾高校では将来の地
域を支える社会人としての「自己実現」を目指し、

「したいこと、やりたいこと」が、自分の「できる
こと」になるよう、思い描いている「夢」を「か
たち」にするために前に向かって進んでいくこと
ができるよう支援しています。
　本シンポジウムは、アンケート調査報告と特別講演をとおして、若者が様 な々地域資源や課題を考え、
それぞれの立場で「一歩踏み出すこと」について考える機会を持つことを目的に実施いたしました。
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１　名　　称　　2021年度栃尾地域交流促進シンポジウム
２　テ　ー　マ　　一歩踏み出す勇気を持って
３　時　　期　　2021年10月19日㈫　13：45～15：40
４　会　　場　　新潟県立栃尾高等学校　体育館
５　参　加　費　　無料
６　次　　第

司会：長岡大学地域連携研究センター事務室長　丸　田　一　嗣 　
　　あいさつ

長岡大学学長／地域連携研究センター長　村　山　光　博 　
　　第１部　基調報告
　　「高校生の地域と地元に関する意識調査」アンケート集計結果報告
 長岡大学教授／地域連携研究センター運営副委員長　米　山　宗　久 　
　　第２部　活動発表
　　「地域の課題解決策」
 新潟県立栃尾高等学校　３年生 　
　　第３部　特別講演
　　「ONLY ONE！～君にしかできないことがきっとある～」
 癒し系表現者　Kacco 氏 　

７　主　　催　　長岡大学地域連携研究センター
　　共　　催　　 新潟県立栃尾高等学校
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　栃尾高等学校のみなさん、こんにちは。私は長岡大学学長の村山と申します。開会にあたりまして、
ひとことごあいさつ申し上げます。
　まずは、本日、このような機会を与えていただきました大國校長をはじめ、栃尾高校の教職員、
関係者の皆様に心より御礼申し上げます。コロナ禍の中でシンポジウムが開催できるかどうか心配
しておりましたが、無事に開催することができましたことを大変うれしく思います。
　さて、皆さんの中には長岡大学のことをよく知らない方も多いと思いますので、若干、本学の紹介
をさせていただきます。長岡大学のキャンパスは、県内の桜の名所の一つでもある悠久山公園の隣
にあります。本学は、2001（平成13）年に開学しましたので、今年がちょうど開学20周年というこ
とになります。学生の多くは新潟県の出身者で、皆さんの先輩もこれまで多くの方が入学し、卒業
しております。現在も先輩が何名か在籍しております。ちなみに、現在の学友会の会長は栃尾高校
出身の学生です。
　本学は経済経営学部ということで、経済学と経営学という学問分野を中心に教育研究を行ってお
ります。なかでも、「地域の役に立つ人材の育成」を目的として、地域をテーマにした色々な活動に
取り組んでおります。本日のシンポジウムもその一環となりますが、この他にも栃尾地域の活性化
を目指した取り組みに力を入れております。
　本日は、最初に、本学の地域連携研究センターが行ったアンケート調査の報告を行います。その
あと、栃尾高校３年生の生徒さんから発表を行っていただきます。休憩をはさんで、特別講演では、
K-BOX代表のKaccoさんから「ONLY ONE！ ～君にしかできないことがきっとある～」というテー
マでお話しをいただく予定です。
　本日のシンポジウムが、皆さんのこれからの輝かしい人生に向けた「一歩を踏み出す」ことのきっ
かけになってくれることを祈念いたしまして、私のあいさつとさせていただきます。
　本日はどうぞよろしくお願いいたします。

主催者の開会あいさつ

長岡大学学長
地域連携研究センター長　

村　山　光　博
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